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進めています。
　主な研究ターゲットと
しては、分子量7500万の
イネ萎縮ウイルス、90℃
以上の高温条件下でも
安定な球状粒子を形成
するウイルス様粒子PfV、
院内感染の原因菌の一
つである緑膿菌の薬剤
耐性に重要な働きを示す
薬剤排出蛋白質複合体
などが挙げられます。

生命機能に重要なタンパク質の構造解析
　2002年度より5年間にわたって進めら
れてきた「タンパク3000プロジェクト」や
2007年度から5年間にわたって進められ
てきた「ターゲットタンパク研究プログラ
ム」の成果を受け、さらにそれを発展させ
ることを目指して、生命機能に重要な蛋
白質の構造解析とそれに基づく機能の
理解を目指した研究を、学内外の多くの
研究室との共同研究で進めています。主
な研究ターゲットとしては、膜電位シグナ
ルを利用して様々な生理機能を発現させ
る新規膜電位センサー蛋白質ファミリー
などが挙げられます。

　生物学的に重要なタンパク質や、複
数のタンパク質／核酸コンポーネント
が会合することによって働いている生
体超分子複合体の機能を原子レベル
での構造から明らかにする研究を進め
て い ま す。この 目 的 の た め に 、
SPring-8の生体超分子構造解析ビーム
ライン（BL44XU）を利用した構造解
析法など、Ｘ線結晶構造解析に関する
新しい方法論の開発も行っています。

生体超分子複合体の構造解析法の開発
　生体超分子複合体の結晶は，通常の
蛋白質結晶に比べて、格子定数が大き
く、また、回折強度が非常に弱いことが
知られています。さらに、Ｘ線照射に対し
てダメージを受けやすいものが多いのも
特徴です。このような生体超分子複合体
の回折強度データを、高分解能かつ高
精度に測定することを目的として、大型
放射光施設SPring-8に専用ビームライ
ンを設置し、管理・運営を行うとともに、
放射光を利用した高精度データ収集法
や新しい構造解析法の開発などの技術
開発を行っています。また、構造解析全
自動パイプラインなどの開発も行ってい
ます。

生体超分子複合体の構造解析　
　数多くのタンパク質が会合して機能を
発揮する生体超分子複合体を通して、
生命機能の理解に重要な分子間相互
作用と分子認識機構の解明を目指し、
Ｘ線結晶構造解析とクライオ電子顕微
鏡による単粒子解析を利用した研究を

図２：緑膿菌由来異物排出蛋白質複合体 MexAB-OprMの
構造（Tsutsumi et al., Nat. Commun., 2019）

図１：SPring-8の生体超分子構造解析ビームライン
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